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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期
第１四半期
累計期間

第50期
第１四半期
累計期間

第49期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 2,473,1392,484,3449,901,073

経常利益（千円） 179,408 122,043 351,066

四半期（当期）純利益（千円） 113,763 77,846 220,813

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 600,000 600,000 600,000

発行済株式総数（千株） 7,586 7,586 7,586

純資産額（千円） 6,280,1606,410,3076,359,061

総資産額（千円） 11,760,19711,949,72712,795,552

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
15.03 10.29 29.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 7

自己資本比率（％） 53.4 53.6 49.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
333,832 306,0051,804,840

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△442,884△755,442△1,415,610

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△236,839△192,814△237,728

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
955,788 810,9291,453,182

　（注）１．売上高には、営業雑収益及び附帯事業収益を含めております。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、対象会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５．四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社に

おける異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第１四半期累計期間の売上高は、平成23年３月11日に発生しました東日本大震災の影響から都市ガスの販売量

は前年同期に比べ減少したものの、積極的な営業活動による工事・器具売上高の増加と、ＬＰガス事業の積極的な

新規需要の開発によるＬＰガス販売量の増加、器具の売上高の増加により、2,484,344千円（前年同期比0.5％増）

となりました。

一方、利益面につきましては、都市ガス及びＬＰガスの販売価格が前年同期に比べ高く推移しましたが、原料価格

も同様に高く推移したことに加え、需要開発費用等が増加したことにより、営業利益は127,552千円（前年同期比

32.3％減）、経常利益は122,043千円（同32.0％減）、第１四半期純利益は77,846千円（同31.6％減）と増収減益と

なりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

　

〔都市ガス事業〕

当第１四半期末のお客さま件数は前年同期末に比べ1,642戸増の82,238戸となりましたが、ガス販売量は東日

本大震災の影響で前年同期に比べ5.1％減少の12,121千ｍ3となりました。

ガス売上高につきましては、原料費調整制度による調整単価が前年に比べ高く推移したものの、家庭用・工業

用以外の業務用のガス販売量が減少したことにより、前年同期に比べ3.0％減少の1,679,617千円となりました。

工事・器具売上高につきましては、積極的な営業活動の展開により特に工事売上が伸び、前年同期に比べ2.7％

増加の369,746千円となりました。

この結果、都市ガス事業の売上高は前年同期に比べ、2.0％減少の2,049,364千円となり、セグメント利益は、

310,736千円（前年同期比3.1％減）となりました。

〔ＬＰガス事業〕

当第１四半期末のＬＰガスのお客さま件数は前年同期末に比べ2,399戸増の10,361戸となり、ガス販売量も前

年同期に比べ9.6％増加となりました。その結果、新たなお客さまへの機器売上の増加等も加わり、売上高は、前年

同期に比べ14.1％増加の434,979千円となりましたが、新規需要開発の費用等の増加により、セグメント損失

55,263千円（前年同期はセグメント損失4,500千円）となりました。

　

なお、当社の業績は、季節的変動が著しいガスの販売のウェイトが高いため、その性質上ガスの需要期にあたる

冬期（下期）に売上高が偏る傾向があります。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ642,252千円減少

の810,929千円となりました。

当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

営業活動により得られた資金は、306,005千円となりました。この主な収入要因は、税引前四半期純利益122,043千

円、減価償却費384,576千円であり、支出要因は仕入債務の減少226,876千円によるものであります。また、これは、前

年同四半期に比べ27,827千円の収入の減少となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、755,442千円となりました。これは、主にガス供給設備をはじめとする有形固定

資産の取得による支出756,092千円によるものであります。また、これは、前年同四半期に比べ312,558千円の支出の

増加となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、192,814千円となりました。これは、主に長期借入金の返済による支出163,020千

円、配当金の支払額24,908千円等を反映したものであります。また、これは、前年同四半期に比べ44,024千円の支出

の減少となりました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,586,000 7,586,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 7,586,000 7,586,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 7,586,000 － 600,000 － 203,838

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

東日本ガス株式会社(E04533)

四半期報告書

 5/16



（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

18,900
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

7,566,000
75,660 －

単元未満株式
普通株式

1,100
－

一単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 7,586,000 － －

総株主の議決権 － 75,660 －

②【自己株式等】

 平成23年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有者株式数
の合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

東日本ガス株式会社
千葉県我孫子市　

下ヶ戸608番地-1
18,900 － 18,900 0.25

計 － 18,900 － 18,900 0.25

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）及び「ガス事業会計規則」（昭和29年通商産業省令第15号）に基づい

て作成しております。

　なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、協立監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

固定資産

有形固定資産

製造設備 332,378 330,455

供給設備 8,877,700 8,608,135

業務設備 693,158 682,501

附帯事業設備 98,389 96,344

建設仮勘定 27,618 149,025

有形固定資産合計 10,029,246 9,866,463

無形固定資産

のれん 47,103 39,914

借地権 6,900 6,900

その他無形固定資産 35,069 32,783

無形固定資産合計 89,073 79,597

投資その他の資産

投資有価証券 9,483 9,302

社内長期貸付金 30,541 29,783

長期前払費用 130,838 120,425

繰延税金資産 147,393 154,511

その他投資 119,814 119,219

投資その他の資産合計 438,071 433,242

固定資産合計 10,556,391 10,379,304

流動資産

現金及び預金 1,453,182 810,929

受取手形 20,800 －

売掛金 287,782 318,162

関係会社売掛金 6,274 3,626

未収入金 99,407 76,462

製品 140,668 84,395

原料 3,538 3,245

貯蔵品 24,937 61,353

前払費用 10,455 3,094

関係会社短期債権 154 138

繰延税金資産 46,874 26,624

その他流動資産 5,336 4,854

附帯事業流動資産 148,838 185,306

貸倒引当金 △9,090 △7,770

流動資産合計 2,239,161 1,570,423

資産合計 12,795,552 11,949,727
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

固定負債

長期借入金 1,663,910 1,503,600

退職給付引当金 263,451 268,799

役員退職慰労引当金 89,067 95,102

ガスホルダー修繕引当金 166,713 175,463

その他固定負債 105,439 97,696

固定負債合計 2,288,582 2,140,662

流動負債

1年以内に期限到来の固定負債 695,307 692,092

買掛金 317,958 266,442

短期借入金 500,000 500,000

未払金 211,957 268,987

未払費用 31,120 37,974

未払法人税等 149,940 46,203

前受金 24,052 32,320

預り金 32,229 35,882

関係会社支払手形 1,557,055 1,221,447

関係会社買掛金 74,441 51,991

関係会社未払金 333,646 82,120

賞与引当金 74,579 27,484

附帯事業流動負債 145,620 135,809

流動負債合計 4,147,909 3,398,757

負債合計 6,436,491 5,539,419

純資産の部

株主資本

資本金 600,000 600,000

資本剰余金 203,838 203,838

利益剰余金 5,562,769 5,614,131

自己株式 △9,078 △9,078

株主資本合計 6,357,529 6,408,891

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,531 1,416

評価・換算差額等合計 1,531 1,416

純資産合計 6,359,061 6,410,307

負債純資産合計 12,795,552 11,949,727
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

製品売上

ガス売上 1,731,653 1,679,617

製品売上合計 1,731,653 1,679,617

売上原価

期首たな卸高 150,402 140,668

当期製品製造原価 44,447 42,680

当期製品仕入高 578,222 585,025

当期製品自家使用高 3,409 3,528

期末たな卸高 82,054 84,395

売上原価合計 687,608 680,451

売上総利益 1,044,045 999,166

供給販売費 772,871 746,776

一般管理費 142,424 141,788

供給販売費及び一般管理費 915,295 888,565

事業利益 128,749 110,600

営業雑収益

受注工事収益 61,359 72,975

器具販売収益 298,832 296,771

営業雑収益合計 360,192 369,746

営業雑費用

受注工事費用 55,086 64,852

器具販売費用 240,897 232,678

営業雑費用合計 295,984 297,531

附帯事業収益 381,293 434,979

附帯事業費用 385,794 490,243

営業利益 188,456 127,552

営業外収益

受取利息 78 68

受取配当金 92 89

不動産賃貸料 824 1,032

受取保険金 － 1,209

雑収入 464 992

営業外収益合計 1,459 3,392

営業外費用

支払利息 10,507 8,900

営業外費用合計 10,507 8,900

経常利益 179,408 122,043

特別利益

貸倒引当金戻入額 700 －

特別利益合計 700 －

税引前四半期純利益 180,108 122,043

法人税等 45,000 31,000

法人税等調整額 21,344 13,197

法人税等合計 66,344 44,197

四半期純利益 113,763 77,846
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 180,108 122,043

減価償却費 365,678 384,576

のれん償却額 7,189 7,189

長期前払費用償却額 10,439 10,412

貸倒引当金の増減額（△は減少） 410 △1,320

賞与引当金の増減額（△は減少） △44,949 △47,095

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,145 5,348

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,034 6,034

ガスホルダー修繕引当金の増減額（△は減少） 8,569 8,750

受取利息及び受取配当金 △170 △157

支払利息 10,507 8,900

有形固定資産除却損 1,454 240

売上債権の増減額（△は増加） 33,945 △38,593

たな卸資産の増減額（△は増加） 73,971 15,575

仕入債務の増減額（△は減少） △290,996 △226,876

確定拠出年金移行時未払金の増減額（△は減
少）

△181 △3,438

未払消費税等の増減額（△は減少） 46,265 39,381

その他 42,765 143,946

小計 443,896 434,920

利息及び配当金の受取額 170 157

利息の支払額 △10,879 △9,113

法人税等の支払額 △99,354 △119,958

営業活動によるキャッシュ・フロー 333,832 306,005

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △449,727 △756,092

無形固定資産の取得による支出 － △378

工事負担金等受入による収入 10,080 378

貸付金の回収による収入 872 758

その他 △4,109 △109

投資活動によるキャッシュ・フロー △442,884 △755,442

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △208,330 △163,020

配当金の支払額 △24,782 △24,908

その他 △3,727 △4,886

財務活動によるキャッシュ・フロー △236,839 △192,814

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △345,891 △642,252

現金及び現金同等物の期首残高 1,301,680 1,453,182

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 955,788

※
 810,929
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【追加情報】

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当社の売上高の大半を占めているガスの販売の性質

上、上半期は季節的にガスの不需要期にあたるため上半

期と下半期の業績に季節的変動があります。

同左

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在） （平成23年６月30日現在）

現金及び預金勘定 955,788千円

現金及び現金同等物 955,788 

 

現金及び預金勘定 810,929千円

現金及び現金同等物 810,929 

 

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当に関する事項

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 26,484 3.50 平成22年３月31日 平成22年６月25日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当に関する事項

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 26,484 3.50 平成23年３月31日 平成23年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  

報告セグメント
合計
（千円）

調整額
（千円）
（注）２

四半期損益計
算書計上額
（千円）
（注）３

都市ガス
（千円）

ＬＰガス
（千円）

売上高（注）１                     

外部顧客への売上高 2,091,845381,2932,473,139 － 2,473,139

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 2,091,845381,2932,473,139 － 2,473,139

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
320,767△4,500 316,266△127,810 188,456

（注）１．売上高には、営業雑収益及び附帯事業収益を含めております。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△127,810千円は、各報告セグメントに配分

していない全社費用であります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  

報告セグメント
合計
（千円）

調整額
（千円）
（注）２

四半期損益計
算書計上額
（千円）
（注）３

都市ガス
（千円）

ＬＰガス
（千円）

売上高（注）１                     

外部顧客への売上高 2,049,364434,9792,484,344 － 2,484,344

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 2,049,364434,9792,484,344 － 2,484,344

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
310,736△55,263255,473△127,920 127,552

（注）１．売上高には、営業雑収益及び附帯事業収益を含めております。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△127,920千円は、各報告セグメントに配分

していない全社費用であります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 15円03銭 10円29銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 113,763 77,846

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 113,763 77,846

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,567 7,567

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月11日

東日本ガス株式会社

取締役会　御中

協立監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 朝田　潔  　　印

 業務執行社員  公認会計士 田中　伴一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東日本ガス株式会社

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第50期事業年度の第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示

するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、東日本ガス株式会社の平成23年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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